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（交野市ボランティアセンター内） 
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Ｖセンター  E-mail katabora1994@katano-shakyo.com 

 

 

ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンター   

にお問い合せください 

（☎８９４－３７３７） 

 

 

 

リ
ー
ダ
ー
会
議
（
２
月
27
日
） 

 

☆
会
長
挨
拶 

・
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
（
省
略
） 

・
指
名
委
員
会
報
告
、
次
年
度
役
員
候 

補
者
が
内
定
、
３
月
の
リ
ー
ダ
ー
会 

で
発
表
並
び
に
承
認
を
求
め
ま
す
。 

・
大
阪
府
市
町
村
代
表
者
会
議
＆
研
修 

交
流
会
報
告
（
２
頁
参
照
） 

☆
連
絡
会
よ
り 

・
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
に
つ
い

て
意
見
交
換
、
同
会
計
報
告
支
出
額

は
７
１
，
７
９
５
円
（
補
助
額
３
０
，

３
９
５
円
） 

・
平
成
30
年
度
グ
ル
ー
プ
助
成
金
に
つ

い
て
、
申
請
限
度
額
は
昨
年
通
り
３

万
５
千
円
と
し
ま
す
。
３
月
の
リ
ー

ダ
ー
会
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い 

・
次
年
度
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
・

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
氏
名
を
３
月
20

日
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
（
４
月
に

決
定
す
る
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
旨
を
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

☆
セ
ン
タ
ー
よ
り 

・
グ
ル
ー
プ
活
動
記
録
に
つ
い
て 

・
平
成
30
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー
の
活
動
確
認
に
つ
い
て 

・
平
成
30
年
度
依
頼
書
に
つ
い
て 

☆
各
グ
ル
ー
プ
報
告
（
省
略
） 

   

（４） （１） 

ボランティアインタビュー61 馬場巡さん（陽だまり） 

登録ボランティア交流会 
2月 18日(日) ゆうゆうセンター多目的ホールで開催 

２
月
１８
日
（
日
）
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
黒
田
市
長
、
は
じ
め
社

協
事
務
局
等
４
名
の
ご
来
賓
の
臨
席
の
下
、
１
４
０
人
の
参
加
で
２
年
に
１
度
の
交

流
会
を
開
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
以
外
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
Ｎ

Ａ
Ｌ
Ｃ
」「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
グ
ル
ー
プ
の
参
加
を
得
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
か
ら
日
ご

ろ
の
活
動
の
報
告
が
あ
り
、
所
属
し
て
い
な
い
他
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
天
野
が
原
町
在
住
で
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
六
反
園
幸

さ
ん
の
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
演
奏
や
、
実
行
委
員
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
の
ゲ
ー
ム
で
お

み
や
げ
ま
で
当
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

  

 
 

 

 

 

近
く
を
通
り
か
か
っ
た
ゴ
ミ
回

収
置
き
場
に
は
ゴ
ミ
が
散
ら
ば
っ

て
い
た
。
今
日
は
「
廃
プ
ラ
」
の
日
。

よ
く
見
る
と
袋
が
破
ら
れ
て
い
て
、

食
べ
か
す
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い

る
容
器
が
入
っ
て
い
る
。
上
で
は
数

匹
の
カ
ラ
ス
が
「
美
味
し
い
よ
、
美

味
し
い
よ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に

カ
ァ
～
カ
ァ
～
と
鳴
い
て
い
る
。 

ゴ
ミ
出
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
フ

タ
・
ラ
ベ
ル
・
シ
ー
ル
は
剝
が
し
て
、

残
り
か
す
や
汚
れ
の
取
れ
な
い
も

の
は
“
燃
や
す
ゴ
ミ
”
に
と
書
い
て

あ
る
の
だ
が
…
。
残
念
に
思
う
。
近

く
の
人
に
声
を
か
け
て
一
緒
に
掃

除
を
し
た
。
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
上

か
ら
様
子
を
伺
っ
て
い
る
。 

カ
ラ
ス
は
小
学
校
低
学
年
並
の

知
能
を
持
つ
賢
い
野
鳥
と
か
。
皆
さ

ん
の
所
は
ど
う
で
す
か
？ 

き
ち

ん
と
出
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
お
互
い

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 

ひ
ま
わ
り 

  

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
出
会
い 

 
 

テ
レ
ビ
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
実
際
に
活
動
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
人
々
の
情
報
に
は
興
味
を
持

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
と

は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
と
い
う
認
識

で
し
た
。
し
か
し
、
母
が
老
人
ホ
ー
ム

で
５
年
間
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
定
年
退
職
を
機
に
、
自
分
に
も
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
一

念
発
起
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
門
を
叩
き
、
即
決
し
ま
し
た
。 

 
 

 

楽
し
く
息
の
長
い
活
動
を 

 
 

活
動
を
始
め
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
出
会
い
で
、
人
生
の
諸
先
輩
（
依
頼

者
）
方
の
話
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
先
輩
方
が
少
し
で

も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
こ
と
と 

同
時
に
、
私
自
身
も
共
有
時
間
を
楽 

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま 

す
。
こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
活
動
が
続

け
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

笑
顔
が
何
よ
り 

  

活
動
が
続
け
ら
れ
る
原
動
力
は
、
や

は
り
依
頼
者
の
笑
顔
で
す
。
い
つ
も
訪

問
時
に
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
る
の

で
、
こ
ち
ら
も
明
る
く
接
す
る
こ
と
が

で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

  

野
菜
作
り
で
健
康
維
持 

  

趣
味
で
野
菜
や
果
物
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
適
度
に
身
体
を
動
か

す
こ
と
で
自
身
の
健
康
維
持
に
も
つ

な
が
り
一
石
二
鳥
で
す
。 

  

良
き
日
々
が
過
ご
せ
る
よ
う
に 

  

若
い
時
は
何
も
考
え
ず
に
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
考
え
な
が
ら

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
私

に
は
重
責
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
協
力

を
頂
戴
し
な
が
ら
、
沢
山
の
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

交流会の最後は「ひとりの手」を体操 

歌体操を指導するＨＡＮＤのみなさん 

挨拶をする川下会長 

挨拶をする黒田市長 

フォルクローレを演奏 

する六反園幸さん グループ紹介をする点訳「虹の会」 来賓・ボランティア１４０人が集いました 
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み

ん

な

の

広

場 
 

                

 

   

（３） （２） 

大
阪
府
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会 

 
 

代
表
者
会
議
＆
研
修
交
流
会 

 

２
月
19
日
（
月
）
、
大
阪
府
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
代
表
者
会
議
＆
研

修
交
流
会
が
大
阪
府
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
代
表
者
会
議
は
30
市

町
村
56
人
が
出
席
し
て
、
平
成
29
年
度
の
事
業
中
間
報
告
及
び
同
会
計
中
間
報

告
を
審
議
・
承
認
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
を
行
い
各
市
町
村
間
で
の
活
発
な
情
報

交
換
が
行
な
わ
れ
た
。 

午
後
か
ら
は
34
市
町
村
１
１
０
人
が
参
加
し
て
研
修
交

流
会
で
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
摂
・
河
北
・
河
南
・
泉
州
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
活
動
事

例
の
紹
介
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。 

 
 

研
修
交
流
会
に
４
市
が
発
表 

①
和
泉
市
（
和
泉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
・
ロ
ビ
ー
」 

②
寝
屋
川
市
（
疑
似
体
験
グ
ル
ー
プ
・
う

ら
し
ま
さ
ん
） 

③
茨
木
市
（
耳
原
地
区
福
祉
委
員
会
） 

④
柏
原
市
（
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

か
し
わ
ら
野
の
花
） 

「
ア
イ
・
ロ
ビ
ー
」
の
活
動
は
、
桃
山

学
院
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

室
の
学
生
が
地
域
と
の
交
流
促
進
に
関

わ
っ
て
い
る
。「
も
も
や
ま
キ
ッ
ズ
ラ
ン

ド
」
を
立
ち
上
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
支
援

を
中
心
に
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
る
の
が
特
徴
的
だ
。 

「
う
ら
し
ま
さ
ん
」
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
に
対
す
る
気
づ
き
と

思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
に
軸
足

を
置
い
た
活
動
と
し
て
「
ア
イ
マ
ス
ク

体
験
・
車
い
す
体
験
・
高
齢
者
疑
似
体

験
」
を
市
内
の
小
中
学
生
に
広
め
る
活

動
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
茨
木
市
の
古

民
家
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。 

代表者会議における河北のブロック別会議 

３・４月のボランティアサロン 

介護衣料紹介・広報紙作成 

ボランティアに関して、知る、学ぶ、交流する会を、

毎月ひらいています。 

３月は、体の不自由な方が着やすいように、服を改

良したり手作りする活動について紹介します。当日は

小物づくりの体験もあります。 

４月はボランティア会員が編集から配達まで行うボ

ランティアグループ連絡会の広報紙の発行を見学し、

さまざまな役割の説明を行います。パソコンやイラスト

が得意な方、配達のみの参加も大歓迎です。 

 

と き  平成 30年 3月 13日（火）13時～15時  

     「介護衣料手作り活動見学会」 

     平成 30年 4月 2日（月）10時～12時  

 「広報紙作成体験」 

※どちらか１回のみの参加可能 

ところ 交野市ボランティアセンター 

対 象 交野市と周辺在住、在勤、在学の方 

参加費 無料 

申し込み ボランティアセンター 

 

 

こ
と
し
も
２
月
中
旬
に
、
雛
人

形
を
飾
る
こ
と
に
し
た
。
長
女
の

初
節
句
に
飾
っ
て
か
ら
五
〇
年
に

な
る
。
長
女
が
結
婚
し
て
か
ら
暫

く
飾
ら
な
い
時
期
が
あ
っ
た
が
、 

こ
こ
数
年
は
毎
年
飾
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
人
形
も
や
は
り
少
し
く

た
び
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
人
間 

よ
り
傷
み
は
少
な
い
よ
う
だ
。 

い
ず
れ
何
処
か
に
終
の
住
処 

を
と
思
っ
て
い
る
が
な
か
な 

か
良
い
知
恵
が
浮
か
ば
ず
に 

至
っ
て
い
る
。
人
形
も
大
切 

だ
が
老
い
先
短
い
わ
が
夫
婦 

の
こ
と
も
し
っ
か
り
考
え
な 

く
て
は
、
談
笑
し
て
い
る
場 

合
で
は
な
い
ぞ
と
戒
め
て
い 

る
次
第
だ
。 

（
Ｔ
記
） 

 

 

 

五
〇
年
を
迎
え
る
わ
が
家
の
雛
人
形 

お水取りが終われば春がくる 

 関西ではお水取りが終われば春が来るとい

われてきた。正確には奈良の東大寺二月堂で行

なわれる「修二会」で、３月１日から 14 日まで

11 人の練行衆による本行があり、12 日深夜に

「おたいまつ」といわれるクライマックスを迎

え、籠松明がたかれ、練行衆は祈りの合間に二

月堂下にある若狭井（わかさい）に水をくみに

行く儀式である。燃えさかる松明から降り落ち

る火の粉が無病息災をもたらすといわれ、多く

の参拝客が集まる。久しぶりにお詣に行こうか

と思っているが、まだ寒さが残る 3 月中旬の深

夜となればついつい足が遠のく、早く決断しな

ければと・・・。  （Ｙ記） 

 

２
月
24
日
（
土
）
、
門
真
ル
ミ
エ
ー

ル
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
「
第
28
回
春

を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

交
野
市
「
く
ら
じ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
」
の
出
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
体
調
不
良
で
不

参
加
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
皆
さ
ん
の

具
合
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
の 

ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
か
ら
６
人
が
カ
ラ

オ
ケ
に
出
演
、
普
段
よ
り
大
き
な
声
で

素
敵
な
歌
４
曲
を
熱
唱
で
す
。 

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

こ
ら
れ
た
各
施
設
・
支
援
学
校
等
の
み

な
さ
ん
、
ま
た
長
い
期
間
準
備
を
進
め

ら
れ
て
こ
ら
れ
た
職
員
・
指
導
員
の

方
々
の
思
い
が
結
集
し
た
、
楽
し
く
ホ

ッ
ト
な
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
門
真
の
高

校
生
、
民
間
企
業
の
方
々
、
そ
の
他
の

団
体
、
一
般
参
加
者
、
遠
く
は
滋
賀
県

か
ら
な
ど
、
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
の
お
か
げ
と
の
実
行
委
員
長
の

挨
拶
と
、
春
コ
ン
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
春
に
向
か
っ
て
」
４
番
の
歌
詞
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。 

き
び
し
い
冬
を
こ
え
た
か
ら
こ
そ 

春
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
く
輝
く 

 

冬
は
か
な
ら
ず
春
に
な
る
か
ら 

 

ほ
ら
涙
を
す
て
て 

 

未
来
を
み
つ
め
て
歩
こ
う 

 

次
回
は
み
な
さ
ん
も
ご
一
緒
に
「
春

コ
ン
」
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
、
ほ

の
ぼ
の
と
心
温
ま
る
ス
テ
ー
ジ
へ 

 
 
 
 
 

 
 
 

（
Ｈ
・
Ｋ
記
） 

やっかいな冬の贈り物 

 インフルエンザが猛威を奮っている。今年

の特徴はＡ型とＢ型が混在しているという。

例年だと 1 月はＡ型が主体だが、Ｂ型が大半

を占めているようだ。地域や感染時期によっ

て違いはあるが、症状では吐き気や腹痛、下

痢などの急性胃腸炎のような症状が現れてい

る。インフルエンザは 38度以上の高熱が出る

が、Ｂ型の場合は発熱が低いケースが多く、

症状が軽いため普通の風邪と間違っている患

者が多いという。もう少しで終息に向かうら

しいが、やっかいな冬の贈り物である。罹ら

ないようにしよう。   （Ｗ記） 

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

 
 
 

 
 

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
持
ち
で
す
か 

 

認
知
症
は
、
「
老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
」

と
は
違
い
ま
す
。
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、

だ
ん
だ
ん
と
理
解
す
る
力
や
判
断
す
る
力

が
低
下
し
て
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
い
つ
「
当
事
者
・
介
護
者
・
支
援

者
」
に
な
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
傍

観
者
で
は
い
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
認
知
症
予
防
、
万
が
一
の
場
合

の
サ
ポ
ー
ト
づ
く
り
な
ど
、
基
礎
知
識
か
ら

関
わ
り
方
ま
で
、
幅
広
く
お
話
し
し
ま
す
。 

  

 

ま
た
、「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
に
つ
い
て
も
ご

紹
介
し
ま
す
。 

と 

き 

３
月
23
日
（
金
）
14
時
～
15
時
半 

と
こ
ろ 

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階 

体
験
学
習
室
・
お
年
寄
り
健
康
教
室 

講 

師 

田
中 

歩 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

対 

象 

市
民
（
定
員
５
０
名
） 

参
加
費 

無
料 

主 

催 

交
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

（
電
話 

８
９
５
―
１
１
８
５
） 

 

 

障
が
い
の
あ
る
人
と
の
「第
28
回
春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

 
 

楽
し
く
ホ
ッ
ト
な
ス
テ
ー
ジ 

 
 


